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この春、大学生になる、知り合いの女の

子・さつきちゃん（仮名）が、ためいきを

ついて、言いました。「この先、どうなる

のかなあ」。なんだかちっともうれしそう

に聴こえなかったので、思わず聴き返し

てしまいました。「どうしたの？」 

 

さつきちゃんは言いました。「まわりでさ、

いろいろなことを、言うひとたちがいるん

だよね。遊べるのは、大学生のうちだか

ら、せいぜい遊んでおいたらいいって

いうひとと、大学生のうちにちゃんと勉強

しておかないと、いい会社に入れない

から、遊んでちゃだめだっていうひとと」 

 

それを聴いた私が、思わず、ぷっと吹き

出しました。「さつきちゃん、選択肢はそ

れだけじゃないよ。一生遊んで生きる生

きかたもあるよ」 

 

さつきちゃんは、えっ？と私の顔を見ま

した。私は、言いました。 

「大学生のあいだも、社会に出てからも、

やりたいことをやりつづけたらいいんだ

よ。そしたら、遊びも仕事も区別しなくて

いい。だって、現に、私が、そうやって生

きてるじゃない」 

 

そのひとことで、さつきちゃんは、「ああ、

そうか」という納得した顔になりました

（笑）。言ってから私も、自分のことばが、

妙に気に入りました。 

 

「そのひとたちの言うことを否定してるわ

けじゃないんだよ。そのひとたちは、そ

のひとたちが、いいと思った生きかたを

すればいい。でも、選択肢は無限にある

んだ。いまどちらかに決める必要はない。 

私は、一度も正社員になったことがなく

て、まわりからはずっと、フリーターとか、

ぷーたろーとか、言われてきた。ある意

味、それはいまでも変わらない（笑）。そ

れでも、そのときどきで、自分がやりたい

と思うことを、ずっとやりつづけてきたん

だよ。紆余曲折しながらね」 

 

「うまくいったときもあるし、いかなかった

ときもある。でも、この生きかたをしてい

るかぎり、ずっとわくわくできる。だって、

ずっと、自分で選びつづけることができ

るからね。うまくいくことも遊びだし、うま

くいかないことも遊び。全部、楽しめちゃ

うからね。一生、遊びつづけていられる

んだ」 

 

「だからね。いまから、自分を限定する

必要はないんだよ。これから先がどうな

るかは、わからないんだから。いまでき

ること、やりたいことを、思いきりやったら

いいんだよ。そのときどきにできること、

やりたいことを、思いきりやりつづけて生

きたらいいんだよ。そうやって一生を終

えるやりかただってあると思うんだ」 

 

それは、極論かもしれません。そして、さ

つきちゃんに、この考えを、強制するつ

もりもありません。ただ、私は、さつきち

ゃんに、「可能性は無限にあるよ」という

ことだけを、伝えたかったのです。  

 

高名な演出家、ピーター・ブルックが、こ

んなことばを言ってます。「ＰＬＡＹ ＩＳ 

ＰＬＡＹ」。演劇は遊びだ、というのです。

どこまでも楽しんでいいのです。どこま

でも、奥が深いのです。 

 

私は、人生もそうだと思います。「人生は、

遊びだ」。起きること・ものすべて、出会う

こと・ものすべてを、とことん遊び尽くした

らいいのです。そしたら、どこまでだって、

行けるじゃないですか。 

 

そしてね。ここまで書いて、ふっと思い

ついて、「遊」の語源を調べてみました。

そしたらね。「ゆっくり行く」という意味が 

もともとにあるんですね。 

 

さつきちゃん。あせる必要はないよ。ゆ

っくり決めていいんだよ。ゆっくり行って

いいんだよ。あなた自身のこころとから

だ、一つひとつでたしかめながらね。 

 

私もまた、楽しみながら、あなたの行くそ

の道すじを、見守っているよ。いつかや

がて、ひとつのところにつながっている、

その道すじをね。 
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